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C O N T E N T S
　■町県民税・所得税申告の受付

　■住民税の住宅借入金等特別税額控除の申告は原則不要です

　■町政ピックアップニュース／こんにちは町長です

　■お知らせ information

　■まちのわだい

　■健康だより

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー

羽ばたけ 輝く新成人！
～１月４日　成人式～



広報しらはま２月号　�

▼
町
県
民
税
の
申
告

◎
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
（
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

る
方
は
除
く
）
は
、
平
成
22
年
１

月
１
日
現
在
、
白
浜
町
に
住
民
登

録
の
あ
る
方
、
ま
た
は
、
白
浜
町

に
居
住
し
て
い
る
方
で
、
次
に
該

当
す
る
方
で
す
。

①
前
年
中
に
事
業
等
（
商
業
、
工

　

業
、
農
業
、
漁
業
）、
不
動
産
、

　

配
当
等
の
所
得
の
あ
る
方

②
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の

　

み
で
、
既
に
年
末
調
整
を
済
ま

　

さ
れ
て
い
る
方
は
申
告
の
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う

　

な
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。

・
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

　

を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

・
給
与
所
得
の
ほ
か
に
営
業
、
農

　

業
、
不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ

　

る
方

・
日
雇
、
家
事
手
伝
い
な
ど
の
方

③
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

　

さ
れ
て
い
る
方
は
所
得
の
有
無

　

を
問
わ
ず
、
申
告
書
を
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
さ
れ
な
い
場
合
、
税
額
の

　

決
定
等
、
事
務
処
理
上
不
都
合

　

が
生
じ
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
町
県
民
税
の
申
告
書
は
、
前
年

　

に
町
県
民
税
の
申
告
書
を
提
出

　

さ
れ
た
方
お
よ
び
平
成
21
年
中

　

に
白
浜
町
に
転
入
さ
れ
た
方
に

　

送
付
し
て
い
ま
す
が
、
未
着
や

　

申
告
が
新
た
に
必
要
な
場
合
は

　

役
場
税
務
課
ま
た
は
申
告
受
付

　

場
所
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告

◎
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
は
、
そ
の
年
分
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
所
得
控
除
額
を
超

え
る
場
合
で
、
そ
の
超
え
る
額
に

対
す
る
税
額
が
、
配
当
控
除
額
お

よ
び
年
末
調
整
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
額
の
合
計
額
を
超
え
る

方
で
す
。

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
雑

　

所
得
お
よ
び
一
時
所
得
な
ど
が

　

あ
る
方

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
、

・
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超

　

え
る
場
合

・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

　

所
得
金
額
（
収
入
金
額
か
ら
必

　

要
経
費
を
差
し
引
い
た
後
の
金

　

額
）
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え

　

る
場
合

・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け

　

て
い
る
場
合

③
不
動
産
や
株
式
の
譲
渡
所
得
の

　

あ
る
方

　

平
成
22
年
度
分
の
町
県
民
税
の
申
告
お
よ
び
平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
受
付
が
２
月
16
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
３
月
15
日
ま
で
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
、
役
場
税
務
課
お
よ
び

日
置
川
事
務
所
は
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

 
町
県
民
税
・
所
得
税
申
告
の
受
付
は

　
　
　
　

  

２
月
16
日
～
３
月
15
日
で
す  

―
 

町
県
民
税
の
申
告
、
確
定
申
告
は
正
し
く
・
お
早
め
に ―

月 日 曜 時　　　間 場　　　所

2

23 火
9：30 ～ 11：30 見草集会所

13：00 ～ 15：00 椿区民会館

24 水
9：30 ～ 11：30 紀伊富田みのり館

13：30 ～ 15：30 芝生会館

25 木
9：30 ～ 11：30 羽衣会館

13：00 ～ 15：00 町立児童館（２Ｆ小会議室）

3

3 水
9：30 ～ 11：30 中老人憩いの家

13：00 ～ 15：00 才野会館

4 木
9：30 ～ 11：30 堅田西町内会館

13：00 ～ 15：00 細野会館

5 金
9：30 ～ 11：30 庄川会館

13：00 ～ 15：00 保呂集会所

8 月
9：30 ～ 11：30 湯崎老人憩いの家

13：00 ～ 15：00 松の湯（２Ｆ）

9 火 9：30 ～ 15：00 美之浦保健センター

月 日 曜 時　　　間 場　　　所

2

18 木
10：00 ～ 16：00 川添山村活性化支援センター
14：00 ～ 15：30 上露区民会館

19 金
10：00 ～ 12：00

滝区民会館
矢田区民会館

13：30 ～ 16：00
玉伝区民会館
大古区民会館

22 月
10：00 ～ 12：00

城青年会館
久木区民会館

13：30 ～ 15：30 小川集会所
13：30 ～ 16：00 高齢者活動促進施設『みまい荘』

3

1 月
10：00 ～ 12：00

口ヶ谷区民会館
志原区民会館

13：30 ～ 16：00
田野井会館
市江区民会館

2 火 10：00 ～ 16：00 住民交流センター

5 金
10：00 ～ 12：00 伊古木青年会館
13：00 ～ 15：00 塩野区民会館

11 木
　9：00 ～ 16：00 日置川拠点公民館

（第４研修室）12 金

【白浜地域】

【日置川地域】町県民税申告出張受付日程表
※一部、例年と時間・場所を変更していますのでご注意ください。

田辺税務署・役場税務課・日置川事務所での申告受付は、平日のみ行っています。
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▼
還
付
申
告
は
？

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
次
の
よ

う
な
場
合
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付

さ
れ
ま
す
。

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

　
（
平
成
21
年
中
に
支
払
っ
た
医

　

療
費
が
10
万
円
か
、
所
得
の
５

　

％
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
金

　

額
を
超
え
る
場
合
）

　

※
源
泉
徴
収
票
、
医
療
費
の
領

　

収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。　

　
（
コ
ピ
ー
し
た
も
の
は
不
可
）

②
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
で
取
得

　

し
た
場
合
（
一
定
の
要
件
に
該

　

当
す
れ
ば
居
住
し
た
年
か
ら
住

　

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
年
目

　

に
確
定
申
告
を
す
る
と
２
年
目

　

以
降
は
年
末
調
整
で
控
除
を
受

　

け
ら
れ
ま
す
）

③
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

　

し
て
い
な
い
場
合
（
結
婚
等
で

　

住
所
、
氏
名
に
変
更
の
あ
る
と

　

き
は
、
源
泉
徴
収
票
の
ほ
か
に

　

住
民
票
な
ど
が
必
要
で
す
）

④
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

★
還
付
申
告
は
、
２
月
16
日
以
前

　

で
も
受
付
を
し
て
い
ま
す
の
で

　

早
く
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
田
辺
税
務
署
ま
で

　
　
　
　
　
（
℡
22
ー
１
２
５
０
）

■
役
場
で
の
確
定
申
告
の
受
付
に

　

つ
い
て
は
原
則
、
給
与
所
得
者

　

お
よ
び
年
金
受
給
者
の
方
が
対

　

象
と
な
り
ま
す
。
事
業
所
得
の

　

方
で
決
算
書
（
収
支
計
算
）
の

　

作
成
に
あ
た
っ
て
相
談
が
必
要

　

な
方
は
、
下
段
の
地
区
相
談
日

　

を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
税
務

　

署
も
し
く
は
資
格
の
あ
る
税
理

　

士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
役
場
へ
確
定
申
告
書
を
提
出
さ

　

れ
る
方
で
、
申
告
書
の
控
え
に

　

税
務
署
の
受
付
印
が
必
要
な
方

　

は
、
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

　

筒
を
申
告
書
と
併
せ
て
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。（
役
場
か
ら
税

　

務
署
へ
申
告
書
の
引
渡
し
を
行

　

っ
た
の
ち
に
税
務
署
か
ら
直
接

　

郵
送
さ
れ
ま
す
。）

■
２
月
16
日
（
火
）
～
３
月
15
日

　
（
月
）
の
期
間
は
、
役
場
税
務

　

課
お
よ
び
日
置
川
事
務
所
住
民

　

窓
口
係
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

　

す
が
、
期
限
後
は
田
辺
税
務
署

　

へ
直
接
提
出
い
た
だ
く
こ
と
と

　

な
り
ま
す
の
で
、期
限
内
提
出
・

　

申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方

　

消
費
税
等
の
申
告
書
を
役
場
税

　

務
課
お
よ
び
日
置
川
事
務
所
住

　

民
窓
口
係
の
窓
口
に
備
え
つ
け

　

て
い
ま
す
。

田
辺
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

田
辺
税
務
署
で
は
、
次
の
と
お
り
確
定
申
告
の
受
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
期
間
中
は
、
税
務
署
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
税
務
署
個
人
課
税
第
１
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
２
２
ー
１
２
５
０
）

　

確
定
申
告
期
の
前
に
、
公
的
年

金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

と
し
た
確
定
申
告
の
受
付
を
行
い

ま
す
。

※
い
ず
れ
の
会
場
も
受
付
時
間
は
、

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

　

ま
で
。

※
筆
記
用
具
、
印
鑑
、
源
泉
徴
収

●
税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告

　

の
受
付

　

田
辺
納
税
協
会
と
の
共
催
に
よ

り
、
税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
の

受
付
を
行
い
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
会
場
も
受
付
時
間
は
、

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

　

ま
で
。

※
筆
記
用
具
、
印
鑑
、
源
泉
徴
収

　

票
な
ど
の
必
要
書
類
を
必
ず
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

日　　程 申告会場

２月 　４日（木）

紀南文化会館
展示ホール１Ｆ２月 　５日（金）

２月 　８日（月）

２月 　９日（火）

県立情報交流センター
ビッグ・ユー２月 １０日（水）

２月 １２日（金）

日　　程 申告会場
２月 １７日 （水） 大塔総合文化会館
２月 １８日 （木） 中辺路コミュニティセンター
２月 １９日 （金） 田辺市龍神行政局
２月 ２２日 （月） 田辺市本宮行政局
２月 ２３日 （火） 県立情報交流センター

ビッグ・ユー～ ２４日 （水）
２月 ２５日 （木）

白浜町中央公民館
～ ２６日 （金）

２月 １６日 （火） 田辺納税協会
※土・日曜日、祝日は除く～  ３月５日 （金）

　

票
な
ど
の
必
要
書
類
を
必
ず
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
税
金
が
還
付
さ
れ
る
場
合
の
受

　

け
取
り
は
、
預
貯
金
口
座
へ
の

　

振
り
込
み
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
振
り
込
み
に
つ
い
て

　

は
、
金
融
機
関
名
、
預
金
種
別
、

　

口
座
番
号
が
必
要
で
す
。

さらに便利で使いやすく！

ネットでどこでも申告・納税

e-Tax をぜひご利用ください
ご利用時間

　■月曜日～金曜日　午前８時３０分～午後９時（祝日等を除く）
　■所得税の確定申告期限の３月１６日（月）までは、２４時間
　　ｅ－Ｔａｘのご利用が可能です。

詳しくは、e-Tax ホームページをご覧ください。

http://www.e-tax.nta.go.jp

●
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
と
し
た
確
定
申
告
の
受
付
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○住民税の住宅ローン控除の主な変更点について

　平成１１年から平成１８年までに入居された方に対しては税源移譲に伴う住民税の住宅ローン控除が適用

されていましたが、地方税法の改正により、新たに平成２１年から平成２５年までに入居し、所得税の住宅

ローン控除の適用を受けた方について、所得税から控除しきれなかった額を翌年度分の住民税から控除する

制度が創設されました。

　■平成２２年度から■

　住民税の住宅借入金等特別税額控除の申告は原則不要です

◆平成２１年から平成２５年までに入居した方へ
　所得税の住宅ローン控除の適用を受けた方について、所得税から控除しきれなかった住宅ローン控除額がある
場合、翌年度分の住民税（所得割）から控除（ただし、９７，５００円が上限）されます。　

　なお、入居を開始された年はその翌年に所得税の確定申告を、入居２年目以降は年末調整や確定申告をされる

と、市町村への申告は不要です。

◆平成１１年から平成１８年末までに入居された方へ
　所得税から控除しきれなかった住宅ローン控除額がある方を対象に実施されている、税源移譲に伴う住民税か
らの住宅ローン控除（経過措置）を受ける場合について、平成２２年度以降の住民税より、市町村に対する申告

は原則として不要となります。

　ただし、山林所得や退職所得を有する場合は、申告期限内に申告書を提出していただくことにより、控除額が

有利になる場合がありますので、税務課までお問い合わせください。

申 告 書 の 提 出 に つ い て

課税年度 平成２０～２１年度 平成２２年度以降

居住開始年月日 平成１１年～１８年末 平成１１年～１８年末 平成２１年～２５年末

市町村への住宅借入金等特別

税額控除申告書の提出
毎年必要 不　　要 不　　要

◆平成１９年および平成２０年に入居された方へ
　所得税の住宅ローン控除を受けている方については、住民税の住宅ローン控除は適用されません。
　ただし、所得税においては、隔年の控除率を引き下げたうえで、控除期間を１５年に延長する特例措置が創設

されています。

住民税（所得割）から控除できる額
　次の（１）または（２）のいずれか小さい額が控除されます。
（１）所得税の住宅ローン控除可能額のうち所得税において控除しきれなかった額

（２）所得税の課税総所得金額等の額に５％を乗じた額（９７，５００円を超えるときは９７，５００円）

　住民税の住宅ローン控除の対象とならない主な場合
　（１）所得税から住宅ローン控除を全額控除できる場合
　（２）住宅ローン控除を適用しなくても所得税がかからない場合

　（３）所得の減少や他の控除により翌年度の住民税がかからない場合　など

■お問い合わせ　役場税務課課税係　℡４３―６５８４（内線２５８）
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ピックアップ町政

このページでは、町の取り組みを
町民の皆さまへお知らせします。

●町営住宅平間第二団地竣工式

　町営住宅平間第二団地の竣工式を執り行いま
した。

●役場本庁舎玄関に展示・情報提供スペースを設置しました

　１月より民生課福祉係が本庁舎横の東別館（旧白浜町社会福
祉協議会１階）に移転したことにともない、役場本庁舎玄関に
展示・情報提供スペースを設置しました。
　現在は、友好都市米国ハワイ州ホノルル市（姉妹浜：ワイキ
キビーチ）、大韓民国京畿道果川市との提携合意書や記念品の展
示、各種パンフレット、観光情報等の紹介を行なっています。
　今後も、来庁される皆様方への情報提供スペースとして内容
の充実を図り、情報発信源として活用していきたいと考えてい
ます。

こんにちは！町長です
　
　大寒に入り、寒い日が続いていますが、お元気で
お過ごしでしょうか。お伺い申し上げます。
　さて、去る１月６日から８日まで３日間新春の挨
拶回りの｢観光キャラバン｣に参加してまいりました。
行き先はＪＴＢや、日旅、ＪＲ、トップツアーなど
観光客の送客を業としている ｢エージェント｣ の会
社ばかりです。キャラバンでは各会社の幹部の皆さ
んに昨年の白浜温泉のお客様の入りこみ状況や、観
光資源のご案内をして、今年の予定として９月に行
なう計画の ｢フラダンス大会｣ のイベントの紹介な
どを申し上げ、本年も温情あるお付き合いをいただ
きますようお願いいたしました。　
　エージェント側からは、昨年の営業実態について、
前半は良かったが、後半、特に秋以後は新型インフ
ルエンザの発症報道や、ＪＡＬをはじめ航空会社各

社が世界的な燃料高や不況により大きなダメージを
受けたことなどにより大きく送客数を落としたとの
報告でした。
　白浜観光協会長からは、　｢白浜温泉は、前半は比
較的好調でしたが、後半は弱含みで推移し、年間平
均としては９８．５％の入り客数でありました。｣ と
の報告があり、エージェント側より ｢国内では観光
業界に限らず、全ての産業に大変厳しく難しい１年
でしたが、白浜温泉の結果は健闘している。｣ と一定
の評価をいただきました。
　国政や日本経済において大変難しい年月が続き、
この間国民は仕事や、夢や、希望や、自信など、大
切なものをたくさん失ったように思います。今年は
｢希望｣ を取り戻すスタートの年になるべく努力した
いと考えています。
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お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，７１４人
　　　　　　（先月比　ー２５人）

　　　　男　　１１，０７２人
　　　　　　（先月比　ー１７人）

　　　　女　　１２，６５０人
　　　　　　（先月比　ー　８人）

　世帯数　　１１，０７８世帯
　　　　　　（先月比　－４世帯）

※平成２２年１月１日現在

　           　仕事待ってます。
　　　　　　　草刈、 草引き、 掃除、 樹木伐採

　　　　　　　剪定、 大工 ・ 左官仕事、 ペンキ塗り等

 ・ 会員募集！  詳しくは電話又はインターネットで
　生きがいを持って働くことにより地域に貢献しませんか？

　　（社）　白浜町シルバー人材センター

電話 (0739)82-1250  fax 82-1251
http://www. ｓｊｃ .ne.jp/shirahama/

　　　　　　　　　　　
国
民
年
金
基
金
は

　

公
的
な
個
人
年
金　

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

し
か
も　

お・

得・

。

　✿掛金全額を所得から控除。

　　　年最高 81 万 6 千円の社会保険料控除

　✿受け取るときも公的年金等控除。

　　　他の公的年金等とあわせて 120 万円まで

　　　非課税 （65 歳以上の場合）

　✿万一のときの遺族一時金も非課税。

　　　相続税も贈与税も掛かりません

０１２０－６５－４１９２
和歌山市吹上 2-1　和歌山県国民年金基金

特
定
外
来
生
物（
ア
ラ
イ
グ
マ
）

捕
獲
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て

　

白
浜
町
ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
計
画

作
成
に
基
づ
き
、
平
成
23
年
３
月

末
ま
で
ア
ラ
イ
グ
マ
に
つ
い
て
の

み
、
わ
な
の
資
格
が
な
く
て
も
、

捕
獲
檻
を
設
置
で
き
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
農
林
水
産
課

ま
た
は
日
置
川
事
務
所
産
業
建
設

係
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
書

類
作
成
後
実
施
で
き
ま
す
。

　

捕
獲
檻
は
、
左
記
問
い
合
わ
せ

場
所
に
て
貸
出
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
役
場
農
林
水
産
課
農
林
係

　
　
　
　
　

☎
４
５
ー
０
０
０
９

　

日
置
川
事
務
所
産
業
建
設
係

　
　
　
　
　

☎
５
２
ー
２
３
０
２

白
浜
町
長
選
挙
お
よ
び

　

白
浜
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
、
白
浜
町
長

選
挙
お
よ
び
白
浜
町
議
会
議
員
一

般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

密
接
に
結
び
つ
く
大
切
な
選
挙
で

す
。大
切
な
権
利
を
放
棄
し
な
い
で
、

き
れ
い
な
１
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

○
告
示
日　

３
月
２
日
（
火
）

○
投
票
日　

３
月
７
日
（
日
）

※
白
浜
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

改
選
数
は
16
人
で
選
挙
区
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

◆
投
票
日　

３
月
７
日
（
日
）

　

午
前
７
時
～
午
後
８
時
ま
で

　
（
投
票
終
了
時
間
は
、
各
投
票

　

所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で

　

後
日
送
付
す
る
投
票
所
入
場
整

　

理
券
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
の

　

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

◆
投
票
所　

　

投
票
は
、
投
票
所
入
場
整
理
券

に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

※
他
の
投
票
所
で
は
、
投
票
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
開　

票

・
日
時　

３
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
９
時
30
分
～

・
場
所　

白
浜
会
館
（
阪
田
）

○
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
日
当
日
に
、
用
務
等
で
投
票

で
き
な
い
見
込
み
の
方
は
、
次
の
と

お
り
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

・
期
間　

３
月
３
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

６
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時
ま
で

・
場
所　

役
場
第
２
会
議
室

　
　
　

   

役
場
日
置
川
事
務
所

○
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
指
定
し
た
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム

等
の
施
設
に
入
院
、
入
所
者
の
方

は
、
そ
の
施
設
に
お
い
て
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
出
張
や
旅
行
な
ど

で
他
の
市
町
村
へ
出
か
け
ら
れ
て

い
る
方
は
、
滞
在
し
て
い
る
市
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
や
介
護
保
険
の

要
介
護
の
方
で
、
公
職
選
挙
法
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
自
宅
な

ど
で
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

問
白
浜
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
５
５
５

有料広告募集 有料広告募集
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者
（
新
規
参
加
者
）

◆
受
付
期
間

　

２
月
１
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）

◆
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
課
管
財
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
３

　

役
場
上
下
水
道
課
業
務
係

　
　
　
　
　

☎
４
５
ー
２
０
０
０

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ

い
て

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
精

神
ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る

児
童
の
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
そ
の
児
童
の
保
護

者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
国
の
手

当
で
す
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
方

　

20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た

は
精
神
に
中
程
度
移
譲
の
障
害
の

あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
ま

た
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
。

※
次
の
場
合
は
手
当
て
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
手
当
て
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

や
対
象
と
な
る
児
童
が
日
本
国
内

に
住
ん
で
い
な
い
と
き

②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す

る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
き

③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど

（
通
園
施
設
を
除
く
）
に
入
所
し

て
い
る
と
き

◆
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　

民
生
課
福
祉
係
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
所
得
制
限
、
障
害
程
度
の

基
準
が
あ
り
、
該
当
す
る
か
県
知

事
の
認
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
役
場
民
生
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
５

犬
や
猫
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ

う
！

　

犬
や
猫
に
関
す
る
苦
情
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

周
囲
に
迷
惑
や
危
害
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
、
次
の
よ
う
な
点
に
気

を
つ
け
て
、
犬
や
猫
を
正
し
く
飼

い
ま
し
ょ
う
。

◆
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の
注
射
を

　

狂
犬
予
防
法
に
よ
り
生
後
91
日

以
上
の
犬
は
一
生
に
１
回
の
登
録

と
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

日
置
川
・
椿
地
域
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

　

す
さ
み
町
と
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
施
設
共
同
運
用
に
よ
り
現
在
放

送
中
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
11
チ
ャ

ン
ネ
ル
に
、
２
月
中
旬
頃
よ
り
す

さ
み
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ

ル
放
送
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

問
役
場
総
務
課
情
報
化
推
進
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
９
７

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
（
中
間
年
度
）
の
受

付
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
に
白
浜
町
が
発
注

す
る
建
設
工
事
・
測
量
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
等
な
ら
び
に
白
浜

町
水
道
事
業
が
発
注
す
る
建
設
工

事
、
物
品
、
製
造
等
の
一
般
競
争

（
指
名
競
争
）
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
町
内
業
者
に
限
り
、
次

の
と
お
り
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
受
付
対
象
者

　

平
成
21
年
度
に
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
を
未
提
出
の
町
内
業

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
が
実
施

す
る
集
合
注
射
か
、
動
物
病
院
で

狂
犬
病
予
防
注
射
を
お
受
け
く
だ

さ
い
。
登
録
の
み
の
場
合
は
役
場

ま
た
は
病
院
で
も
で
き
ま
す
。

◆
犬
の
放
し
飼
い
は
、
や
め
ま

し
ょ
う

　

犬
の
放
し
飼
い
は
、「
和
歌
山
県

動
物
の
保
護
お
よ
び
管
理
に
関
す
る

条
例
」に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
必
ず
引

き
綱
等
で
つ
な
い
で
散
歩
を
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

◆
排
便
の
始
末
は
飼
い
主
の
責
務

　

道
路
や
公
園
は
、
み
ん
な
の
も

の
で
す
。
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く

利
用
で
き
る
よ
う
に
【
ふ
ん
】
の

始
末
は
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て

行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
犬
に
無
駄
吠
え
を
さ
せ
な
い

　

む
や
み
に
犬
を
吠
え
さ
せ
て
お

く
こ
と
は
、
近
所
迷
惑
と
な
り
ま

す
。
必
要
以
上
吠
え
る
と
き
は
、

犬
を
制
し
、
や
め
た
ら
褒
め
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

◆
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
い

ま
し
ょ
う

問
役
場
生
活
環
境
課

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
６

　

田
辺
保
健
所

　
　
　
　
　

☎
２
２
ー
１
２
０
０

２０１１年（平成２３年７月２４日）

までに、すべての地上テレビ
放 送 は、 ア ナ ロ グ
か ら デ ジ タ ル へ 変
わります。

３月１日から

白浜町消防本部 （署） が移転します

◆場　所　白浜町２９２７番地の２５９

　　　　　（スカイロード沿い）

問白浜町消防本部庶務係　☎４３－０１１９

お知らせ INFORMATION



広報しらはま２月号　�

公営住宅入居募集

◆募集期間　２月１日（月）～１９日（金）
◆抽選日　　２月２６日（金）　親子近居向住宅　午前９時３０分～
　　　　　　　　　　　　　　  一般向住宅　　　午前１０時～
■お申し込み・お問い合わせ　役場建設課都市計画係（℡４３－６５８９）
　　　　　　　　　　　　　　役場日置川事務所産業建設係（℡５２－２３０２）

【親子近居向住宅】
〈条　件〉　親または子の世帯が、町営住宅から半径５００ｍ以内に１年以上居住していることが条件です。
〈その他〉　条件を満たしていることを証明する書類を添付していただく必要があります。

団地名 建設年度 住　　所 募集戸数 構　造 間取り

平間第２団地 平成２１年度 白浜町十九渕２４５番地の５ ３戸 低層耐火２階建 ３ＤＫ
２戸 ２ＤＫ

【一般向住宅募集内容】
団地名 建設年度 住　　所 募集戸数 構　造 間取り

平間第２団地 平成２１年度 白浜町十九渕２４５番地の５ ２戸 低層耐火２階建 ３ＤＫ
４戸 ２ＤＫ

安宅団地 昭和５５年度 白浜町安宅４７２番地の８ １戸 簡易耐火２階建 ３ＤＫ

求
職
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

講
師
に
よ
る
「
内
定
力
ア
ッ

プ
！
自
分
を
活
か
す
適
職
セ
ミ
ナ

ー
」
や
、
求
職
者
が
企
業
説
明
会

に
参
加
す
る
際
の
心
構
え
、
準
備

に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
原
則
予
約
制
で
す
。

◆
２
月
17
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ
ｉ
ｇ
ー
Ｕ

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
県
若
年
者
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
わ
か
や
ま

☎
０
９
０
ー
３
９
６
９
ー
６
４
２
２

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促

進
お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た

め
、
振
興
局
に
配
置
さ
れ
た
相
談

員
）
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
や
情
報
誌
を
持
参
し
て
、
職

業
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
予
約
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
２
月
５
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
２
月
17
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

会
場
…
中
央
公
民
館

問
西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部
企

画
産
業
課　

☎
２
６
ー
７
９
４
７

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

◆
２
月
８
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…
白
浜
町
社
会
福
祉
協
議

　

会
本
部
事
務
所
（
十
九
渕
）

◆
２
月
17
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…
高
齢
者
活
動
促
進
施
設

　
「
み
ま
い
荘
」

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
合
同
相
談
で
す
。

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。

◆
２
月
８
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

◆
２
月
10
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
高
齢
者
活
動
促
進
施
設

「
み
ま
い
荘
」

◆
２
月
22
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
町
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
!!

　

昨
年
10
月
31
日
か
ら
和
歌
山
県

最
低
賃
金
は
、
前
年
額
よ
り
１
円

引
き
上
げ
ら
れ
、
時
間
額
６
７
４

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
常
用
労
働
者
の
み

で
な
く
、
臨
時
、
ア
ル
バ
イ
ト
等

に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
額
に
は
、
精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
時

間
外
手
当
、
ボ
ー
ナ
ス
等
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

　

派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派

遣
先
の
地
域
の
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

問
和
歌
山
労
働
局
賃
金
室

☎
０
７
３
４
ー
８
８
ー
１
１
５
２

　

田
辺
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　

☎
２
２
ー
４
６
９
４

お知らせ INFORMATION



�　広報しらはま２月号

　小学校５年生～中学３年生の男女で編成した県内の市町村代表チームが競い
合う和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会。
　このほど白浜町代表チームが結成され、大会に向けてトレーニングに励んで
います。精一杯がんばってください！

　２月２１日（日）午前１１時　紀三井寺公園陸上競技場スタート！

第９回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会白浜町代表選手決定！

白浜町代表選手団（敬称略）

●団　長　立谷　誠一　　●監督　泉　勝一　　●コーチ　森　英明 / 福田　学 / 高田　由一 / 金本　速人 / 中原　貴生

●選　手　樫山　直生（富田小　・６年生）　　赤松　仁  　（安宅小　・６年生）　　大仲　絢　  （北富田小・６年生）

　　　　　岩崎　瑛　  （白一小　・６年生）　　高橋　里奈（北富田小・６年生）　　川口　和奏（白二小　・５年生）

　　　　　狼谷　真帆（北富田小・６年生）　　吉田　樹希（白一小　・５年生）　　内本　静也（富田中　・３年生）　

　　　　　南島　里紀（富田中　・３年生）　　山﨑　聡　  （富田中　・２年生）　　坂東　幹也（富田中　・２年生）　　　

　　　　　榎本　未来（富田中　・３年生）　　高橋　郁美（富田中　・３年生）　　嶋　　七海（白浜中　・２年生）　

　　　　　内本　エリ（富田中・　１年生）

白浜町成人式
　１月４日、町内のホテルで成人式が開催され、華やかな振袖姿やスーツ姿の
新成人２０２人が出席しました。（対象者は２８８人）
　式では、来賓の方々からお祝いの言葉や、中学校時代の恩師からの心温まる
メッセージがビデオレターで贈られました。最後に新成人を代表して南

みなみ

和
かず

輝
き

さ
んがお礼の言葉と成人としての抱負を述べました。

白浜町消防出初式

　式典後は女性消防操法披露、消防職員・団員約３００人による観閲式と消防
車両２５台による分列行進が行われ、最後は消防車両による一斉放水で締めく
くられました。
表彰者（敬称略）

●消防団員雇用事業所表彰　有限会社　寒川工務店

●消防協力者表彰　　　　　観光開発株式会社　小林　二男

　　　　　　　　　　　　　白浜中学校　出羽　幹生　和田　耕治　玉置　昌也

　１月５日、白浜町阪田で平成２２年白浜町消防出初式が行われました。
　式典では、５８人の団員表彰が行われ、また、消防団員雇用事業所表彰ならびに火災における消防協力者表彰
として白浜町長から感謝状がおくられました。

石田康雄さん（白浜町田野井出身）
　　　　　　　　　　　　　が箱根駅伝で活躍！

　１月２日、東京～箱根間で行われた第８６回箱
根駅伝に、白浜町田野井出身の石

いし

田
だ

康
やす

雄
お

さん（２２
歳・上

じょう

武
ぶ

大学４年）が出場しました。昨年に続い
ての出場で、“ エース区間 ” と言われる２区を快走
しました。
　４月には実業団陸上部への入部が決まっており、
今後の活躍が期待されます。
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健
康
だ
よ
り　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
（
℡
４
３
ー
０
１
７
８
）

介
護
予
防
講
演
会

　

「
認
知
症
に
強
い
脳
を
つ
く
ろ
う
」
の
お
知
ら
せ

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
現
在
、
認
知
症
の
患
者
数
は
65
歳
以
上
で
15
人
に
１
人
と
言
わ
れ
、

こ
の
先
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
人
事
で
は
な
い
「
認
知
症
」
を
防
ぐ
に
は
、
一
体
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

■
認
知
症
と
は

　

認
知
症
と
は
、
脳
に
何
ら
か
の

原
因
で
記
憶
や
判
断
力
な
ど
の
障

害
が
起
き
、
日
常
生
活
が
う
ま
く

行
え
な
く
な
る
よ
う
な
病
的
な
状

態
を
言
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
あ
き
ら
か
な
病
気
で

あ
り
、
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
と
は

違
い
ま
す
。

　

物
忘
れ
で
は
で
き
ご
と
の
一
部

を
忘
れ
ま
す
が
、
認
知
症
で
は
で

き
ご
と
そ
の
も
の
を
忘
れ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
昨
日
の
夕
食
に
何
を

食
べ
た
か
忘
れ
る
の
が
物
忘
れ

で
、
食
べ
た
こ
と
す
ら
忘
れ
て
い

る
の
が
認
知
症
で
す
。

■
認
知
症
の
予
防
に
は

　

頭
を
使
っ
た
り
、
運
動
す
る
の
が

よ
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
効
果
的
な

取
り
組
み
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

今
回
、「
認
知
症
に
強
い
脳
を

つ
く
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
認
知

症
予
防
研
究
の
第
一
人
者
、
矢
冨

直
美
先
生
に
よ
る
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
す
。

　

個
人
で
気
軽
に
取
り
組
め
る
認

知
症
予
防
の
方
法
を
、
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
、
分
か
り
や
す
く
お
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
発
症
を
効
果
的
に
予

防
す
る
た
め
に
は
、
ひ
と
り
ひ
と

り
が
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
、
自
ら
予
防
方
法

を
学
び
、
予
防
活
動
の
輪
を
地
域

に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
２
月
17
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
農
業
研
修
会
館

　
　
　
（
白
浜
町
栄
６
７
０
ー
２
）

◇
２
月
18
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

　
　
（
白
浜
町
日
置
９
８
０
ー
１
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

　

会
場
…
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
白
浜
町
１
ー
１
）

 

講　

師

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

研
究
所　

介
護
予
防
研
究
チ
ー
ム

主
任
研
究
員　

矢や

冨と
み　

直な
お

美み　

氏
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内    科
外   科

心療内科
・

漢方外来
整形外科 小児科 婦人

科

神経内科
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 

専門外来

循環器  
外来

呼吸器       
外来

泌尿器
科外来

消化器        
外来

腫瘍
内科

眼　科 （水）午後 藤田

内科１                  
（初診）

内科２     
（再診）

内科３    
（再診）

内科 4    
（再診）

内科 5    
（再診） 皮膚科 （火）午後

（土）午前
県立医大
京都大学

月
午前 山﨑 木下 佃 当番医   当番医 /                 

　　　岩切 古久保 國部 小口 柏木 山崎 佃 耳鼻咽喉科 （木）午後 県立医大

午後 藤井 松本 佃 田中 田中 ギプス装具
外来 古久保 廣西 佃 緩和ケア外来

（予約制） （水）午後 伊藤浩

火
午前 立田 伊藤浩 齊藤 伊藤揚 岡山 整形・リウマチ

外来 / 金本 古久保 國部 廣西 伊藤浩 柏木 腎臓内科 （火）午前 齊藤

午後 木下 伊藤浩 古久保 國部 伊藤浩 糖尿病専門外来 （火）午後 井神

水
午前 伊藤揚 松尾 中川 谷口 多田 岩切 古久保 國部 小口  松尾 柏木 谷口

膠原病・
糖尿病専門外来

（火）午前
（木）午前 伊藤揚

午後 松本 立田 谷口 立田 國部 佐藤 谷口

木
午前 藤井 松尾 佃 伊藤揚 岡山 金本 古久保 國部 佐藤  松尾 柏木 佃

脳神経外科 （木）午前 中北
午後 木下 松本 古久保 國部 小口 / 森田 木下

金
午前 田中 山﨑 伊藤浩 谷口 多田 岩切 / 金本 古久保 石口 伊藤浩 柏木 山崎 / 谷口 循環器・

高血圧
専門外来

（土）午前 有田
（月２回）

午後 立田 山﨑 伊藤浩 木下 古久保 國部 伊藤浩 山崎

土
午前 高村 当番医 古久保 当番医 アレルギー・

呼吸器
専門外来

（水）午前 中川
午後  

白浜はまゆう病院　診療担当表 受付：℡ 0739-43-7880　　代表：0739-43-6200

行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

　２月　８日（月） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ３歳６か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 18 年 7 月生

　２月１０日（水） 13：00 ～ 13：10  中央保健センター
 ２歳６か月児相談

（全町）平成 19 年 7 月生

　２月２３日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 21 年 3 月生

　２月２５日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 21 年 10 月生

　２月２６日（金） 13：20 ～ 13：30  日置川拠点公民館
 ４か月・１０か月児健診
 ( 日置川地域 ) 平成 21 年 9・10 月生
　　　　　　  平成 21 年 3・ 4 月生

予防接種

　２月　９日（火） 12：00 ～ 12：20  農業研修会館  三種混合予防接種

　２月１２日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  三種混合予防接種

　２月１５日（月） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  三種混合予防接種

　２月１８日（木） 12：30 ～ 12：50  日置川拠点公民館  三種混合予防接種

　２月１９日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  三種混合予防接種

　２月２４日（水） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

栄養相談
　２月　１日（月）

※次回３月１日
  9：00 ～ 12：00

 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問い合わせください。

生きがい広場 毎週月曜日  13：00 ～ 16：00  美之浦保健センター
 血圧測定のほか、囲碁将棋など、
 お気軽にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日  13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

ワンワン運動 毎月第１日曜日
 健康づくりのために、１日１時間または１万歩歩きましょう！
 毎月第１日曜日はウォーク・デー。すこやか推進員さんによるウォークコースが各地 区に設定さ
れています。（詳しくは、健康増進係へ）

子育て支援室
　２月　３日（水）

※次回３月３日
 10：00 ～ 12：00  日置保育園

 子育てに関する相談など保健師が応
 じますのでお気軽にお越しください。

骨密度測定

   ２月　３日（水）
   9：00 ～ 11：30 中央保健センター（定員 90 人） 事前に電話予約が必要です。

 場所や時間帯によっては、受付可能
 の場合がありますので、お問い合わ
 せください。
 対象：２０歳以上の方
 検診料：２００円

  13：30 ～ 16：00 中央保健センター（定員 90 人）

   ２月　４日（木） 
   9：00 ～ 11：00 日置川拠点公民館（定員 72 人）

 13：30 ～ 16：00 農業研修会館  　　（定員 90 人）

２
月
の
予
定
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〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikicsw@vm.aikis.or.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　shiracsw@vm.aikis.or.jp

やすらぎ支援員養成講座
参加
無料

詳しく知りたい！

経験を活かしたい！
認知症学習会

　認知症高齢者を介護する家族を支援する『やすらぎ支援員』を募集しています。それに伴いやすらぎ支援員養
成講座を実施します。本研修と現場実習の修了者はやすらぎ支援員として登録し、有償で活動することができま
す。受講後の登録は自由です。
　また、支援員になるかはわからないけれど、認知症について詳しく知りたい、学習したいという方もご参加い
ただけます。関心をお持ちの方はお気軽にご応募ください。

認知症について

時　間 内　　容 講　　師

10:00 オリエンテーション

10:15 白浜町で認知症になったらどうなるの？
白浜町地域包括支援センター
　保健師　坂井 めぐみ 氏

11:00 認知症とはどのような病気か
三谷医院　副院長
　認知症サポート医　三谷 健一郎 氏

12:00 昼　　　休　　　憩

13:00 認知症の人をいかに地域で支援するか
和歌山県介護支援専門員協会
和歌山県社会福祉士会
　会長　　崎山 賢士 氏

14:00 認知症の人への接し方について
認知症ケア専門士
　大谷 嘉一 氏

15:00 やすらぎ支援事業について
やすらぎ支援員 米本 三栄 氏
白浜町社会福祉協議会
地域福祉課　庄司　和哉

【日　時】　2 月 11 日（木）　午前 10 時から午後 4 時 15 分

【場　所】　白浜町社会福祉協議会２階　（白浜町十九渕 274 番地の 1）

【定　員】　４０人　（※定員になり次第応募を締め切ります。）
　　　　　　　昼食は各自でご用意願います。
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※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

日 程 内　　容 会　　場

2/1 弁 護 士 本部事務所

2/8 人　　権 本部事務所

2/15 司法書士 本部事務所

2/22 一　　般 青少年研修センター

3/1 弁 護 士 青少年研修センター

3/8 人　　権 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1人約 15分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

2/5 弁 護 士 川添山村活性化支援センター 

2/10 一　　般 高齢者生活福祉センター

2/17 人　　権 み　ま　い　荘  

2/24 一　　般 川添山村活性化支援センター  

3/5 弁 護 士 高齢者生活福祉センター 

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

【時間】13時 30分から 16時
　　　　　　　　(当日受付は 15時まで )

　

瀬　

戸　
　
　

西　

 　

嘉 

弥　
　

様

　
　

栄　
　
　
　

吉 

田　

奈 

美　
　

様

　
　

平　
　
　
　

吉 

田　

喜 

作　
　

様

　

安　

宅　
　
　

高 

畑　

哲 

也　
　

様

　

向　

平　
　
　

片 

山　

則 

子　
　

様

　

日　

置　
　
　

辻 

本　

禮 

子　
　

様

　

 

白
浜
ス
ト
レ
ッ
チ
会　
　
　
　
　

 

様

　

 

白
浜
町
職
員
労
働
組
合
青
年
部　

 

様

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
21
年
12
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

暖
か
い
お
正
月
を
！

　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

　

去
る
12
月
末
に
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

に
よ
り
年
末
年
始
を
明
る
く
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
歳
末
支
援
金
の
配
分
と
お
せ
ち

料
理
の
配
食
を
実
施
し
ま
し
た
。
歳
末
支
援

金
の
配
分
は
94
世
帯
の
方
に
配
分
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
お
せ
ち
料
理
は
53
世
帯
に
お
配
り

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。配
分
に
あ
た
り
、

民
生
・
児
童
委
員
の
皆

さ
ま
や
お
せ
ち
配
食
協

力
員
の
皆
さ
ま
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◎多重債務相談も受け付けています。

　町内の各家庭で使われずにしまわれている日用品など
を各地区の福祉委員さんや町内会の班長さんに集めてい
ただき販売しています。１月下旬からバザー商品のご提
供をお願いしています。
　景気の悪いこんな時だからこそ、バザーを活用し、少
しでもお得な商品をゲットしましょう！

愛のバザー 開催 !

と　き：3 月 14 日（日）午前 9 時から午後 2 時
場　所：白浜会館（阪田）

～商品のご提供をよろしくお願いします～

不景気をふっ飛ばせ！

◎ご協力いただきたい商品
タオル、陶器類、衣類、雑貨な
ど
◎ご遠慮いただきたい商品
古着、使用済みのもの、食料品、
合成洗剤（環境への配慮から本
バザーでは販売しません。）

　　　　　　　　　練習の成果を発揮！！　

　　　　　　ふれあいの場発表会

　自慢ののどと踊りを披露する「ふれあいの場」発表
会が、富田農業研修会館で開催されます。
　発表会は今回で 18 回目となり、「ふれあいの場」連
絡会に加入している老人クラブの世話人が中心となっ
て、プログラム作成、司会、進行など自主運営で行われ、
楽しいひと時を過ごします。
　

　今年は、しらとり保育園の園
児の皆さんも参加していただく
ことになり、日頃の練習の成果
を発揮してくれます。
　お年寄りだけでなく、どなた
でもご観覧できますので、是非、
お越しください。

≪と　き≫ ２月２3 日（火）　午後 １時より

≪場　所≫ 　農業研修会館（栄）
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コ
ン
サ
ー
ト
と
ラ
イ
ブ
に
拍
手
喝
采
の
大
喜
び

中
央
公
民
館
だ
よ
り

 

～
白
浜
物
語
～　
【
エ
ッ
セ
ー
を
書
こ
う
サ
ー
ク
ル
】

　
『
龍
賀
法
印
の
墓
』（
場
所 

南
白
浜
地
区 

栄
）

　

江
戸
時
代
の
は
じ
め
、
田
辺
高

山
寺
の
高
僧
龍
賀
法
印
は
、
晩
年

富
田
榮
村
の
観
福
寺
の
住
持
を
勤

め
た
。

　

あ
る
時
寺
を
訪
れ
た
旅
人
か
ら

「
険
難
の
相
が
あ
る
。
い
つ
か
刃

物
に
か
か
る
。」
と
言
わ
れ
た
。

遷
化
の
折
「
こ
れ
か
ら
儂わ

し

は
牛
ケ

坪
の
海
で
定
に
入
る
。
儂
が
死
ん

だ
ら
十ひ

と

七な
ぬ

日か

こ
の
ま
ま
に
し
て
お

い
て
ほ
し
い
。」
と
遺
言
を
し
、

《
浮
世
を
ば
六
十
一
字
夢
に
み
て

さ
ま
さ
で
か
え
る
是
も
夢
な
り
》

《
何
も
か
も
何
も
の
を
呼
ぶ
何
も

な
し
、
何
も
な
け
れ
ば
何
も
な
し

な
り
》と
辞
世
の
句
を
し
た
た
め
、

牛
ケ
坪
へ
行
こ
う
と
す
る
が
、
村

人
に
後
を
つ
け
ら
れ
、
数
回
繰
り

返
す
中
に
村
人
の
隙
を
う
か
が
っ

て
海
に
入
っ
た
。
法
印
は
ま
る
で

平
地
を
歩
む
よ
う
に
し
て
海
中
を

歩
き
岩に

し

礁じ
ま

に
つ
っ
立
っ
た
ま
ま
往

生
を
遂
げ
た
。

　

村
人
は
十
七
日
後
遺
体
を
収
容

し
よ
う
と
し
た
が
、
足
裏
が
岩
に

く
っ
つ
い
て
離
れ
な
か
っ
た
。

　

昔
旅
人
が
「
刃
物
に
か
か
る
」

と
い
っ
た
言
葉
を
法
印
が
気
に
し

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
刃

物
を
あ
て
が
う
と
難
な
く
外
れ

た
。
村
人
は
法
印
を
観
福
寺
に
ね

ん
ご
ろ
に
葬
っ
た
。

　

法
印
を
葬
る
石
塔
に
は
文
字
が

彫
ら
れ
て
い
な
い
。
塔
に
刃
物
を

当
て
る
と
手
か
ら
出
血
す
る
た

め
、
石
塔
屋
が
恐
れ
て
文
字
を
彫

ろ
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
だ
。

　

墓
は
霊
験
灼あ

ら

た
か
に
し
て
地
元

は
も
と
よ
り
遠
方
か
ら
の
参
拝
者

も
多
い
。（
Ｋ
・
Ｏ
）

楽
し
く
学
べ
た
歴
史
講
座

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
生
の
演
奏

を
聴
く
機
会
と
し
て
昨
年
か
ら
実

施
し
、
公
民
館
の
集
会
室
が
い
っ 

ぱ
い
と
な
る
１
２
０
人
も
の
聴
衆 

者
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
、「
早
稲
田
奈
美
と
そ

の
仲
間
た
ち
」
と
題
し
て
、
ピ
ア

ノ 

、
フ
ル
ー
ト
、
チ
ェ
ロ
の
ト

リ
オ
演
奏
で
葉
加
瀬
太
郎
の
「
情

熱
大
陸
」
に
始
ま
り
、
シ
ョ
パ
ン

や
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
な
ど
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
を
１
部
と
し
て
、
２
部

で
は
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
な
ど
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
映
画
音

楽
、
日
本
の
四
季
と
多
彩
な
音
楽

演
奏
で
参
加
者
を
夢
の
世
界
に
導

い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

１
時
間
少
し
の
演
奏
会
で
し
た

が
、
拍
手
が
鳴
り
や
ま
ず
ア
ン
コ

ー
ル
に
演
奏
者
も
２
曲
こ
た
え
て

く
れ
、
聴
衆
を
満
足
な
気
持
ち
に

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
ざ
な
み
学
級
で
は
、
藪
下
将 

人
さ
ん
が
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ

タ
ー
で
作
詞
作
曲
を
し
た
ア
イ
ラ 

ブ
和
歌
山
、
が
ん
ば
れ
故
郷
な 

ど
を
熱
唱
し
、
最
後
に
は
学
級
生

と
一
緒
に
な
っ
て
歌
い
、
和
や
か

な
ラ
イ
ブ
で
し
た
。

　

藪
下
さ
ん
は
由
良
町
出
身
の
29

歳
、
作
曲
数
も
１
０
０
曲
と
多
く

あ
り
ま
す
が
、
地
元
の
歌
を
基
本

に
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
の
で

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

白
浜
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
を
対
象 

と
し
た
老
人
大
学
は
、
12
月
22
日

に
閉
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

 　

毎
月
22
日
を
定
例
日
と
し
て
、 

老
人
が
抱
え
る
問
題
等
に
つ
い
て

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
て
き
ま
し

た
。

   

閉
講
式
に
は
、
57
人
が
参
加
さ

れ
、
大
学
物
故
者
に
対
し
黙
祷
を

捧
げ
た
の
ち
、
皆
勤
賞
31
人
・
精

勤
賞
６
人
の
方
々
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

老
人
大
学
が
閉
講

　

11
月
11
日
か
ら
６
回
に
わ
た
っ

て
開
催
し
ま
し
た
歴
史
講
座
に
24

人
が
参
加
し
、12
月
16
日
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

旧
白
浜
町
の
原
始
、
縄
文
時
代

の
遺
物
や
阪
田
山
遺
跡
、
権
現
平

古
墳
群
に
始
ま
り
有
間
皇
子
事
件

紀
州
藩
主
や
学
者
、
文
人
来
遊
、

瀬
戸
村
、
鉛
山
村
合
併
時
の
町
名

問
題
、
白
浜
開
発
、
昭
和
天
皇
行

幸
、
昭
和
33
年
の
大
同
合
併
、
白

浜
の
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
と
い
っ
た

歴
史
背
景
の
講
義
を
、ま
た
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
熊
野
三
所
神
社

に
あ
る
火
雨
塚
古
墳
、
歌
碑
棒
杭

な
ど
大お

お

原は
ら

満
み
つ
る

文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
長
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら

約
２
時
間
施
設
等
を
回
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
数
年
前
に
白

浜
に
転
居
し
、
も
っ
と
白
浜
を
知
り

た
い
と
参
加
し
て
く
れ
た
人
や
自
分

の
住
む
町
の
歴
史
を
再
確
認
し
た
い

人
な
ど
各
自
目
的
を
持
っ
て
の
参
加

で
、
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た

い
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

▲ピアノ・フルート・チェロの音色にうっとり

▲大きな声で熱唱

　

中
央
公
民
館
で
は
、
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
を
12
月
２
日
に
、
ま
た
４
日
に

は
さ
ざ
な
み
婦
人
学
級
で
藪や

ぶ

下し
た

将ま
さ

人と

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
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日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

　

日
置
茶
道
サ
ー
ク
ル
は
、
毎
月
２

回
、
裏う

ら

千せ
ん

家け

講
師
森も

り

田た

薫
か
お
る

先
生
の

ご
指
導
の
も
と
、
茶
道
の
真
の
姿
を

学
び
、
そ
れ
を
実
践
に
移
す
こ
と
を

信
条
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
あ
っ
て
は
、｢

互
い
に

思
い
や
り
が
先
に
立
ち
、
初
心
を

忘
れ
る
こ
と
な
く｣

を
モ
ッ
ト
ー

に
修
道
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

例
会
も
四
季
折
々
の
「
こ
よ

み
」、
年
度
始
め
か
ら
、
さ
く
ら

祭
り
、
３
月
の
節
句
や
七
夕
会
、

月
見
会
、
１
月
の
初
釜
等
を
折
り

込
ん
で
、
老
い
も
若
き
も
茶
席
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
盛
会
裡
に
終
え
ま
し

た｢
し
ら
は
ま
文
化
と
福
祉
の
集

い｣
日
置
川
会
場
で
は｢

お
茶
席

｣

を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
家

族
連
れ
や
子
ど
も
達
を
含
め
、
大

勢
の
方
が
来
場
さ
れ
、
一
椀
を
手

に
し
て
日
頃
、
家
庭
で
は
味
わ
え

な
い
茶
道
の
良
さ
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

 

日
置
川
拠
点
公
民
館
サ
ー
ク
ル
紹
介

 

～
心
和
む
私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
～

日
置
茶
道
サ
ー
ク
ル　

　

更
に
嬉
し
い
こ
と
に
、
昨
年
は

新
し
い
会
員
も
加
入
し
、
益
々
茶

道
の
良
さ
を
サ
ー
ク
ル
を
通
じ
て

伝
え
、
広
め
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

クリーン・グリーン実施！！

日　程：１２月１３日（日）

　主催：青少年育成町民会議日置地区協議会

　共済：白浜町社会福祉協議会日置川支部

　　　　日置川ボランティア連絡協議会

　　　　日置川拠点公民館日置分館

　　　　日置小・中学校、安宅小学校

　青少年育成町民会議日置地区協議会では、自分たちの

住む町をきれいにしようと「クリーン・グリーン」を今

年も開催しました。

　当日には日置小・中学校、安宅小学校の生徒たちを始

め、保護者や先生、社会福祉協議会、ボランティアの方

を含めると集まった人数は総勢３００人を超えました。

　作業は、主に地域毎に日置海岸、志原海岸などの海岸

沿いや通学路沿いにゴミを回収する班、花の苗植え作業

を行う班に分かれて、作業を行いました。

　回収してきたゴミは所定の場所に集め、全員で分別作

業に入りました。

　その結果、燃えるゴミ、資源ゴミ、粗大ゴミ全部合わ

せて７４０kg ものゴミが出ました。

　半日の作業でしたが、

ゴミの分別意識を高め、

方法を学ぶという目的は

充分達成できたように思

いました。

　　民生課福祉係 ・地域包括支援センター

事務所移転のお知らせ
　これまで役場本庁舎内にあった「民生課福祉係」と「地域包括支援センター」の事務室が、
東別館（元白浜町社会福祉協議会事務所）１階に移転しました。

【民生課福祉係】
　ＴＥＬ：４３－５７０２（直通）
　ＦＡＸ：４３－５６６１

【白浜町地域包括支援センター】
　ＴＥＬ：４３－６５９６（直通）
　ＦＡＸ：４３－５６６１

新事務所（１階）

※教育委員会については２月下旬に移転予定です。
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「お正月あそび」

　１月５日～１０日の６日間「お正月あそび週間」を

実施し、和紙やビニールでつくる凧、福笑、かるたと

りなど、昔ながらのお正月あそびを楽しみました。

「新春ちびっこ囲碁将棋大会」

　１月９日に「新春ちびっこ囲碁将棋大会」を開催し、
町内外から２０人の皆さんが参加しました。

　囲碁を打つ手、将棋を指す手は真剣そのもの。

　お互いに精一杯、力を出し切ってがんばりました。

　なお、入賞者の皆さんは以下の方々です。

　おめでとうございます。

○囲碁Ａ級　１位　野田悠馬くん

　　　　　　２位　田村優季さん

　　　Ｂ級　１位　野田晴生くん　

　　　　　　２位　高野陸くん

　　　　　　　　　中田優くん

○将　棋　　１位　井澗和也くん　２位　山本竜史くん

　　　　　　３位　上谷那智くん

じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

　寒い日が続きますが、春の足音がかすかに聞こえてき
ています。

　「暖かい部屋で家族が思い思い

の本を読んでいる」そんな時間を

少しでも増やしませんか。会話が

なくても心が通じ合う時です。

お 楽 し み 会
　図書館では、子どもたちに本を読むことのおもしろさ、
楽しさを知ってもらうため『お楽しみ会』を開催します。
　地域のボランティアの方々の協力を得ておはなし、絵
本の読み聞かせ、紙芝居、クイズなど、子どもたちと一
緒に楽しい時間を過ごします。皆さんも一度、参加して
ください。
富田分室　　　３月６日（土）午後１時３０分～
本　　館　　　３月７日（日）午後１時３０分～
　　　　　　　　　 ２月の行事

☆おはなし玉手箱
　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　２月６日・１３日・２０日・２７日
☆巡回図書
　２月１０日（水）
☆しらはま子どもの本の会例会
　２月１８日（木）　午前１０時から　 本館
　テキスト　マックロスキーの絵本
　ドン・フリーマンの絵本
　　＊テキストは本館においてあります。

　　　　　　　　日置分室の蔵書点検
　　図書の整理のため下記の日程で “ 蔵書点検 ” を
　行います。点検期間中は休室になりますので開館
　（室）している館（室）をご利用くださいますよ
　うよろしくお願いします。
　 　　２月１６日（火）から
　 　　　　　　　　　２０日（土）まで

　

　　　　　　　

  
簡単にできるビニール

凧に、今年の干支など

自由に絵を書きました。

  杵と臼を使っておもちつ

き！ぺったん、ぺったん、

相手とリズムを合わせな

がらつくと、楽しい音が

聞こえてきました。
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【白浜町堅田　在住】

 新
しん

東
とう

　珀
は

空
く

くん　　（平成１９年５月２６日生）

 新
しん

東
とう

　萌
も

花
か

ちゃん　（平成２１年８月　８日生）　　

（パパ・ママ メッセージ）

　　　　　　
２人仲良く、元気に育ってね

　　
　　　　　　　　　　父　貴行さん・母　奈央さん

『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場総務課広報担当まで）

わがやのスター

か
ら
す
う
り
俳
句
会

　

お
年
玉
は
し
ゃ
ぐ
孫
等
は
正
座
し
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中
庭
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葉
影
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日
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の
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子こ
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に
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じ
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冬
紅も

み
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き
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風
波
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湾
に
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矢
さ
す
初
景
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つ

子こ　
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ん

鴉
が
ら
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声
か
す
れ
つ
つ
遠
ざ
か
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江え
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寄
せ
る
波
引
く
波
の
音
年
明
く
る　
　
　

鈴す
ず

枝え　
　

　

歳
月
は
早
瀬
の
ご
と
し
賀
状
書
く　
　
　

幸さ
ち

子こ

　

ゆ
く
年
や
衝つ

い
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て

に
あ
る
裏
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尹い

久く

子こ

　

リ
ビ
ン
グ
に
ジ
ャ
ズ
の
流
る
る
冬ふ

ゆ
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う

薇び　

弘ひ
ろ
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安
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俳
句
会

　

と
ん
と
ん
と
薺

な
ず
な

打
つ
な
り
住
み
な
れ
て　

勢せ
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鉢
植
え
の
ア
ロ
エ
咲
か
せ
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緑
小
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久ひ
さ
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年
新
た
慕
ふ
絆
の
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ま
り
て　
　
　
　
　

金き
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郎ろ
う

　

冬ふ
ゆ

薔そ
う

薇び

仏
の
供
華
と
な
り
匂
ふ　
　
　
　

み
き
ゑ　

　

掛
け
軸
を
替
へ
て
終
り
ぬ
年
用
意　
　
　

琴こ
と

柱じ

　

枯
木
灘
大
浪
か
ぶ
る
寒か

ん

鴉が
ら
す
　
　
　
　
　
　

汐し
お

美み

市
鹿
野
若
草
会

鬼
追
へ
ば
外
は
北
風
戸
を
叩
く　
　
　
　

ク
ス

行
き
交
す
人
皆
「
寒
い
の
う
」
と
過
ぐ　

み
き
枝え

冬
至
湯
に
吾
手
わ
が
足
沈
め
け
り　
　
　

み
ち
子

初
空
に
身
を
委
ね
ゐ
し
鳶
の
笛　
　
　
　

サ
ダ
子

湯ゆ

湯た
ん

婆ぽ

や
布
団
の
中
を
あ
ち
こ
ち
と　
　

京
き
ょ
う

子こ

案
の
定
時し

ぐ

雨れ

に
遭
ひ
て
軒
借
り
る　
　
　

貞さ
だ

美み

法は
っ

被ぴ

着
て
落
葉
掃
く
娘こ

に
落
葉
降
る　
　

桂け
い

子こ

臼
と
杵
納
屋
で
ひ
っ
そ
り
去こ

年ぞ

今こ

年と
し　
　

量か
ず

子こ

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
広
報
担

当
ま
で
。
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郡
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地 http://www.town.shirahama.wakayama.jp

　感動には人のいのちを揺り動かす力があります。昨

年度の学区民運動会でのこと、開始早々急に空が暗く

なったため、子どもたちの団体種目を優先して行うこ

とになりました。しかし、降り出した雨はしだいに激

しさを増し、組体操の演技を行なう頃にはグランド一

面水浸しの状態になっていました。そんな中、子ども

たちは最後まで凛として演技をやりぬきました。当然

のことながら全身は泥まみれに。しかし、その姿は輝

いて見えました。児童会が中心となって決めた運動会

のスローガン「この胸に感動を！挑戦を感動に！協力

を感動に！」に大きく近づいた瞬間だったと思います。

いっしょうけんめいの演技が自らを感動させ、更に他

者をも感動させることができたのでした。

　以来、私達は主要行事

を感動体験の場にするべ

く取り組みを進めてきま

した。ここでその一端を

紹介させていただきます。

　本校には農園があり、

地域の方のご指導もいただきながら野菜作りをしてい

ます。春にはタマネギ、秋にはサツマイモを収穫しま

すが、昨年から児童会が中心になりタマネギの販売を

行い、収益金を自分たちの学校生活に役立てるように

しています。このことで、児童は野菜が自分たちの命

を育む大切な食材であるということだけでなく、働く

ことの意味、そしてお金の大切さについても学ぶこと

ができるようになりました。もう一つ、まぼろしの音

楽祭について。秋の運動会終了後、「今度は音楽祭で

感動を」と、全校児童が一丸となり合唱と和太鼓（三

宅太鼓）の練習に取り組みました。地域の方々の応援

もいただきました。そんな矢先、残念なことに急きょ

音楽祭が中止に。残されたチャンスは収穫祭（本校が

行う恒例行事）の場しかありません。しかし、ここで

も子どもたちは力いっぱいの演奏をすることができま

した。お招きしたお年寄り、そして保護者の皆さま方

も大きな拍手を送ってくださいました。

　教育には感動体験が大切であること、実感していま

す。

元気いっぱい

 白浜っ子！
　　　　町内の小中学校を毎月紹介します。

安宅小学校
（白浜町安宅：児童数２６人）

～ 世界と交流するまち白浜 ～

　　姉 妹 浜：「白良浜」と米国ハワイ州ホノルル市「ワイキキビーチ」（２０００. ７．２０）
　　友好都市：米国ハワイ州ホノルル市（２００４. ２. １３）　大韓民国果川市（２００９. ６. ３０）

平成２２年白 浜 町 表 彰
　１月４日、町内のホテルで新春恒例の新年祝賀会が開催され、多くの方々が出席し新年を祝い
ました。
　また、その席上、町の表彰規定に基づき、多くの選挙の適切な執行に尽力いただいている坂本
哲通氏に白浜町表彰が授与されました。
　受賞された坂本様のますますのご健勝をお祈りします。
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昭
和
54
年
８
月
、
日
置
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
と
し
て
務
め
ら
れ
て
以
来
、
旧
日
置
川
町
な

ら
び
に
合
併
後
の
白
浜
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

と
し
て
30
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

坂
本
様
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
の

豊
富
な
経
験
と
卓
抜
な
る
見
識
を
も
っ
て
、
公
平

さ
と
自
由
が
確
保
さ
れ
た
明
る
く
正
し
い
選
挙
の

推
進
と
、
適
切
な
選
挙
の
管
理
執
行
に
寄
与
さ
れ

る
と
と
も
に
、
衆
議
院
議
員
選
挙
、
参
議
院
議
員

選
挙
を
は
じ
め
と
し
、
和
歌
山
県
知
事
選
挙
、
和

歌
山
県
議
会
議
員
選
挙
等
、
多
く
の
選
挙
の
適
切

な
執
行
に
尽
力
さ
れ
、
永
年
の
功
績
か
ら
、
昨
年

11
月
に
選
挙
制
度
１
２
０
周
年
記
念
総
務
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

～感動体験を大切に～


